
大
衆
行
動
と
本
社
要
請

11
月
11
日
13
時
、
新
宿
「
花

園
西
公
園
」
に
集
合
し
た
貨
物

組
合
員
ら
総
勢
３
０
０
人
は
、

JR
貨
物
本
社
前
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
交
え
な
が
ら
の
デ
モ

行
進
な
ど
整
然
と
大
衆
行
動
を

開
始
。

一
方
で
、
本
部
田
中
副
委
員

長
、
小
池
業
長
、
星
野
中
執
、

関
東
貨
物
協
斎
藤
議
長
、
東
北

貨
物
協
大
越
議
長
の
5
人
で
貨

物
本
社
へ
期
末
手
当
の
要
請
を

行
な
っ
た
。
本
部
お
よ
び
貨
物

役
員
は
、
「
夏
季
手
当
時
の
よ

う
な
不
誠
実
な
対
応
は
し
な
い

よ
う
に
。
ま
た
生
活
給
と
し
て

3
・
0
ヶ
月
と
明
言
し
た
が
、

現
在
の
生
活
給
は
2
・
0
ヶ
月

で
あ
る
と
言
う
。
交
渉
経
過
を

無
視
す
る
の
か
。
ス
タ
ー
ト
地

点
の
変
更
は
不
誠
実
で
あ
り
、

信
頼
関
係
が
無
く
な
る
」
と
迫

る
が
、
会
社
は
、
「
3
・
0
ヶ

月
は
当
時
の
一
般
論
で
あ
り
約

束
し
た
も
の
で
は
な
い
。
10
数

年
が
経
過
し
、
関
係
機
関
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
最
近
は
2・

0
ヶ
月
で
あ
る
。
鉄
道
運
輸
機

構
か
ら
７
０
０
億
円
の
融
資
が

あ
り
、
今
年
度
は
是
が
非
で
も

鉄
道
事
業
部
門
を
黒
字
に
す
る
」

と
逃
げ
た
。

本
部
は
、
「
年
末
手
当
交
渉

の
場
で
な
い
の
で
こ
こ
ま
で
と

す
る
。
こ
れ
か
ら
衆
・
参
両
議

員
に
要
請
行
動
を
行
う
。
内
容

は
分
割
民
営
化
の
構
造
矛
盾
問

題
『
ダ
イ
ヤ
調
整
』
と
『
レ
ー

ル
使
用
料
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。

我
々
同
様
、
貨
物
会
社
も
同
様

に
行
う
べ
き
」
と
行
動
の
趣
旨

を
示
し
た
。

現
場
組
合
員
の
思
い

続
い
て
、
関
東
斎
藤
議
長
、

東
北
大
越
議
長
が
現
場
の
思
い

を
直
接
貨
物
会
社
に
訴
え
た
。

大
越
議
長
は
、
「
東
北
で
は

組
合
員
6
人
が
夏
季
手
当
時
、

低
額
の
為
24
控
除
が
出
来
ず
、

融
資
を
受
け
た
者
も
い
る
。
全

国
に
な
れ
ば
相
当
の
人
数
に
。

ま
た
奨
学
金
の
返
済
や
車
検
代

を
計
画
的
に
手
当
を
活
用
し
て

い
た
が
今
後
の
計
画
が
立
た
な

い
と
嘆
く
者
も
。
こ
の
様
な
超

低
額
な
支
給
状
態
が
続
く
と
住

宅
・
車
の
返
済
が
出
来
な
く
な

る
。
自
家
用
車
を
手
放
し
た
若

者
や
良
い
仕
事
先
が
あ
れ
ば
会

社
を
辞
め
た
い
と
漏
ら
す
若
者

も
。
社
員
と
家
族
を
苦
し
め
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
年
末
手
当

は
き
ち
ん
と
し
た
回
答
を
お
願

い
し
た
い
」
と
組
合
員
・
家
族

の
切
実
な
声
を
会
社
に
届
け
た
。

院
内
集
会

ま
た
院
内
集
会
で
は
、
社
民

党
首
吉
田
参
議
院
議
員
、
日
本

共
産
党
辰
巳
孝
太
郎
参
議
院
議

員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
後
、
期
末
手
当

の
満
額
獲
得
に
向
け
た
情
勢
報

告
と
闘
う
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

本
部
は
、
「
貨
物
会
社
の
夏
季

手
当
の
闘
い
は
社
長
の
『
賃
金

抑
制
』
の
発
言
に
よ
り
、
大
変

厳
し
い
闘
い
に
な
り
、
過
去
最

低
の
1
・
1
ケ
月
と
な
り
社
員

と
家
族
を
苦
し
め
て
い
る
。

国
労
本
部
は
11
月
22
日
～
23

日
、
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視

察
学
習
会
を
開
催
し
た
。

集
会
開
催
の
目
的
と
し
て
、

本
部
は
、
「
東
電
福
島
第
一
原

発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
福
島

で
は
今
も
15
万
人
超
の
人
々
が
、

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
福
島
原
発
で
は
核
燃
料
の

回
収
ど
こ
ろ
か
、
海
洋
な
ど
環

境
へ
の
放
射
線
物
質
の
拡
散
が

続
く
な
ど
極
め
て
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。

原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
た

被
災
地
で
は
、
国
が
中
間
貯
蔵

施
設
や
最
終
処
分
場
を
決
定
し

な
い
た
め
、
仮
置
き
場
が
十
分

で
な
く
、
自
治
体
の
除
染
作
業

が
進
ま
ず
、
住
民
は
放
射
能
に

怯
え
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
健
康
、

就
労
、
就
学
な
ど
将
来
に
大
き

な
不
安
を
抱
え
日
々
の
生
活
を

続
け
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災

を
風
化
さ
せ
ず
被
災
者
の
生
活

再
建
と
被
災
地
の
復
興
・
再
生

を
全
力
で
支
え
、
国
の
責
任
に

よ
る
「
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
」

の
強
化
と
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
転
換
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

被
災
地
で
の
学
習
と
交
流
を
通

じ
て
原
発
「
再
稼
働
」
を
許
さ

ず
、
核
も
原
発
も
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
全
力
で
運
動
を

進
め
る
決
意
を
固
め
合
う
」
と

し
て
い
る
。

（
※
交
流
・
視
察
学
習
会
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
後
日
「
国
鉄

新
聞
」
お
よ
び
「
国
労
東
日
本
」

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
割

愛
す
る
）

今
回
の
参
加
者
は
、
被
災
地

当
該
地
本
で
あ
る
水
戸
・
仙
台

を
は
じ
め
、
東
日
本
本
部
内
全

て
の
地
方
本
部
代
表
、
さ
ら
に

北
海
道
・
西
・
東
海
・
四
国
・

九
州
本
部
の
代
表
な
ど
全
国
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

初
め
て
現
地
視
察
を
行
な
っ
た

参
加
者
は
、
「
凄
惨
な
状
況
に

驚
い
て
い
る
。
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
は
実
態
を
殆
ど
報
道
し
な
く

な
っ
て
い
る
。
来
て
良
か
っ
た
、

地
域
に
広
め
た
い
」
と
語
っ
て

い
た
。

ま
た
23
日
、
郡
山
ビ
ッ
ク
ア

イ
で
開
催
さ
れ
た
「
交
流
学
習

会
Ⅱ
・
現
地
集
会
」
は
、
「
第

3
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
学
習

会
」
と
し
て
の
位
置
付
け
も
あ

り
、
仙
台
地
本
か
ら
60
人
、
共

闘
も
含
め
て
総
勢
２
１
５
人
が

参
加
し
た
。

集
会
で
は
「
原
発
事
故
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
佐
藤
龍
彦
氏
（
双
葉
原
発

反
対
同
盟
議
長
）
が
講
演
。

続
い
て
、
第
15
代
平
和
大
使

と
し
て
福
島
県
か
ら
初
め
て
任

命
さ
れ
、
一
年
間
の
活
動
を
終

え
た
高
野
桜
さ
ん
か
ら
報
告
を

受
け
た
。

高
野
さ
ん
は
自
身
の
経
験
談

と
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
最
後

に
、
「
み
な
さ
ん
の
考
え
る
平

和
と
は
何
か
。
平
和
と
は
、
戦

争
が
な
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

衣
食
住
が
あ
り
、
笑
っ
て
生
活

で
き
る
こ
と
」
「
民
主
主
義
は

自
分
た
ち
で
勝
ち
取
っ
て
い
く

も
の
だ
と
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
。

今
後
も
積
極
的
に
平
和
運
動
に

参
加
す
る
」
と
決
意
を
述
べ
、

参
加
者
の
共
感
を
得
て
い
た
。
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11
・
16

各
地
方
本
部
組
織
部
長
会
議

11
・
17

東
日
本
運
転
協
議
会
交
流
会

東
北
貨
物
協
議
会
役
員
会

第
37
回
安
プ
ロ
・
第
28
回
各
支
部
業
長
合
同
会
議

11
・
19

貨
物
団
交

11
・
19

団
交
（
冬
期
団
交
）

11
・
20

各
地
方
委
員
長
書
記
長
会
議

貨
物
団
交

11
・
22
‐
23

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会

11
・
23

第
3
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
学
習
会

全
国
貨
物
協
議
会
は
、
「
貨
物
会
社
の
賃
金
抑
制
に
反
対
し
、

期
末
手
当
の
低
額
回
答
を
さ
せ
な
い
11
・
11
貨
物
総
行
動
・
院

内
集
会
」
を
開
催
。
夏
季
手
当
の
1
・
1
ヶ
月
と
い
う
超
低
額

回
答
を
絶
対
さ
せ
な
い
た
め
に
、
関
係
箇
所
へ
の
要
請
行
動
と

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

一
方
で
、
中
間
決
算
で
は
自
然

災
害
や
北
海
道
の
脱
線
事
故
で

多
数
の
列
車
が
運
休
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
3
期
ぶ
り
に
2

億
円
の
経
常
利
益
を
上
げ
て
い

る
。
『
期
末
手
当
は
業
績
の
反

映
』
と
は
会
社
が
赤
字
の
時
、

よ
く
言
っ
て
い
た
言
葉
だ
。
下

期
に
お
い
て
も
順
調
に
推
移
す

る
と
の
会
社
の
と
ら
え
方
で
あ

る
が
、
『
鉄
道
事
業
部
門
を
黒

字
に
す
る
為
、
要
求
に
は
答
え

ら
れ
な
い
』
と
、
全
く
噛
み
合

わ
な
い
回
答
に
終
始
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
給
は
3
・
0
ケ
月

と
以
前
の
交
渉
で
公
言
し
て
い

た
が
『
賃
金
研
究
セ
ン
タ
ー
等

の
報
告
で
は
2
・
0
ケ
月
で
あ

る
』
と
交
渉
経
過
を
反
故
に
す

る
言
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
許
さ
ず
全
組
合
員
の
総
力
で

超
低
額
回
答
を
阻
止
し
よ
う
と

訴
え
た
。

講演に聞き入る参加者

報告する高野桜さん



10
月
1
日
～
3
日
に
近
畿
地

方
本
部
和
歌
山
地
区
本
部
よ
り

6
人
が
東
北
被
災
地
視
察
訪
問

と
し
て
仙
台
の
地
に
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
の
お
礼
と
感
想
等

が
届
き
ま
し
た
の
で
以
下
に
紹

介
し
ま
す
。

先
般
、
東
北
被
災
地
視
察
の

際
に
は
、
ご
多
忙
の
中
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
か

つ
て
経
験
の
し
た
こ
と
の
な
い

未
曾
有
の
大
震
災
の
中
で
、
新

幹
線
・
在
来
線
を
含
め
多
数
の

列
車
が
運
転
中
に
一
部
被
災
し

な
が
ら
も
な
ぜ
鉄
道
犠
牲
者
は

出
な
か
っ
た
の
か
、
被
災
線
区

地
形
は
、
震
災
当
日
の
状
況
は
、

復
興
復
旧
は
？
。

日
々
そ
う
し
た
思
い
の
中
で

被
災
地
を
訪
れ
て
み
た
い
と
常

常
思
い
な
が
ら
、
今
回
よ
う
や

く
近
畿
車
掌
協
の
仲
間
と
訪
問

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

視
察
に
向
か
う
車
内
や
現
地

で
皆
さ
ん
か
ら
「
震
災
前
ま
で

は
こ
こ
に
町
が
あ
り
、
学
校
、

病
院
、
商
店
街
、
ス
ー
パ
ー
、

工
場
、
駅
、
公
園
、
水
産
加
工

場
、
飲
食
店
街
が
あ
っ
た
」
と

説
明
し
て
戴
き
ま
し
た
が
、
震

災
前
を
知
ら
な
い
私
達
に
と
っ

て
は
元
々
こ
こ
に
は
何
も
無
か
っ

た
の
で
は
と
思
え
る
程
、
信
じ

難
い
光
景
で
し
た
。

3
名
の
乗
務
員
が
乗
客
を
無

事
に
避
難
さ
せ
、
跨
線
橋
の
上

で
寒
さ
と
恐
怖
、
飢
え
の
極
限

状
況
の
中
で
一
晩
を
過
ご
し
九

死
に
一
生
を
得
た
新
地
駅
は
跡

形
も
無
く
、
巨
大
な
津
波
に
よ
っ

て
無
残
に
打
ち
砕
か
れ
た
当
時

の
ま
ま
残
る
防
波
堤
、
山
下
駅

は
雑
草
の
中
に
ホ
ー
ム
と
錆
び

付
い
た
レ
ー
ル
だ
け
が
残
り
、

か
つ
て
人
々
が
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
た
と
は
思
え
な
い
情
景
で

し
た
。

雨
の
中
、
二
日
目
に
案
内
し

て
戴
い
た
明
暗
を
分
け
た
2
本

の
列
車
が
停
止
し
た
野
蒜
駅
、

幼
い
沢
山
の
尊
い
命
が
犠
牲
に

な
り
悲
劇
の
小
学
校
と
言
わ
れ

た
女
川
、
9
月
に
二
人
で
新
し

い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
心
待
ち

に
し
な
が
ら
住
民
に
防
災
無
線

で
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け

続
け
、
自
ら
犠
牲
と
な
っ
た
女

性
職
員
が
勤
務
し
て
い
た
と
い

う
、
鉄
骨
だ
け
が
残
る
志
津
川

町
防
災
庁
舎
跡
、
津
波
と
火
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
三
百
ト

ン
も
の
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

気
仙
沼
。

行
く
先
々
で
見
る
情
景
は
、

巨
大
な
津
波
で
全
て
を
飲
み
込

み
、
破
壊
し
、
押
し
流
し
た
震

災
当
日
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
が
報

じ
て
い
た
あ
の
日
、
あ
の
時
、

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
命
、

財
産
、
日
常
生
活
が
奪
わ
れ
た

3
・
11
東
北
大
震
災
現
実
を
見

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
見
え
る
情
景
は
同

じ
情
景
ば
か
り
で
、
い
か
に
3・

11
東
北
大
震
災
が
関
東
か
ら
東

北
に
か
け
て
、
太
平
洋
側
を
中

心
に
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
か
を
認
識
す
る
反

面
、
震
災
前
ま
で
は
確
か
に
こ

こ
に
人
々
の
日
常
生
活
の
全
て

が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
今
は
何

も
残
っ
て
い
な
い
現
実
を
な
か

な
か
整
理
す
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

大
川
小
学
校
の
慰
霊
碑
、
志

津
川
の
防
災
庁
舎
跡
に
は
沢
山

の
花
、
千
羽
鶴
、
供
物
が
供
え

ら
れ
、
今
も
な
お
手
を
合
わ
せ

る
人
が
後
を
絶
た
ず
、
無
念
に

も
陸
前
高
田
で
殉
職
さ
れ
た
故

熊
谷
秀
三
氏
の
奥
様
が
雨
の
中

傘
を
さ
し
て
私
達
を
出
迎
え
、

墓
参
り
の
後
、
お
父
様
と
二
人

で
見
送
っ
て
戴
い
た
あ
の
姿
は

今
で
も
胸
が
詰
ま
る
思
い
で
す
。

今
回
の
視
察
で
、
2
年
7
ヶ

月
余
り
が
経
過
し
て
も
復
興
復

旧
が
進
ん
で
い
な
い
、
震
災
前

で
あ
っ
た
人
々
の
日
常
が
戻
っ

て
い
な
い
現
実
は
、
果
た
し
て

ど
の
位
の
歳
月
が
か
か
る
の
か
、

10
年
、
20
年
、
い
や
そ
れ
以
上

か
か
る
の
で
は
と
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
流
会
で
、
中
島
副
委
員
長

を
は
じ
め
出
席
さ
れ
て
い
た
そ

れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
の
言
葉
が
、

い
か
に
震
災
の
悲
惨
な
状
況
を

物
語
っ
て
い
た
か
、
そ
の
中
で

真
砂
婦
人
部
長
が
家
族
と
4
日

間
も
連
絡
が
取
れ
ず
無
事
に
再

会
で
き
た
時
の
喜
び
、
自
宅
を

津
波
が
呑
み
込
み
浸
水
し
た
水

が
引
く
ま
で
2
週
間
も
か
か
り
、

と
て
も
住
め
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
家
を
片
付
け
、
辛
う
じ
て
難

を
逃
れ
た
2
階
で
不
自
由
な
環

境
の
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
、

幸
い
に
家
族
を
失
わ
な
か
っ
た

今
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
困
難
が

待
ち
受
け
よ
う
と
立
ち
向
か
っ

て
い
け
る
と
言
う
言
葉
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
町
の
復
興
、
ズ
タ

ズ
タ
に
さ
れ
た
鉄
路
の
再
生
に

は
長
い
年
月
、
費
用
、
紆
余
曲

折
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事

は
当
然
で
す
が
、
心
を
一
つ
に

し
て
頑
張
っ
て
戴
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
達
も
今
回
の
視
察
を
教
訓

と
し
て
会
社
、
自
治
体
任
せ
の

地
震
・
津
波
・
自
然
災
害
対
策

で
は
無
く
、
自
分
達
で
考
え
行

動
し
、
い
か
に
安
全
に
乗
客
・

乗
員
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て

い
く
の
か
運
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
視
察
に
際
し
、
貴
重

な
時
間
を
震
災
復
興
復
旧
、
課

題
が
山
積
す
る
中
で
、
国
労
仙

台
地
本
を
挙
げ
て
、
私
達
を
暖

か
く
迎
え
入
れ
て
戴
き
ま
し
た
。

全
国
単
一
組
織
と
し
て
の
国

労
の
素
晴
ら
し
さ
、
国
労
仙
台

地
本
の
皆
さ
ん
の
暖
か
さ
と
絆

に
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
度
は
是
非
、
東
北
の
皆
さ

ん
が
南
紀
和
歌
山
に
お
越
し
戴

き
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
国
労

仙
台
地
本
の
益
々
の
ご
発
展
と

国
労
せ
ん
だ
い
で
は
、
機
関

組
織
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
個

人
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
」

「
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
た

い
な
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
迷
わ
ず
に
地
本
教
宣

部
ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

可
能
な
限
り
掲
載
致
し
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
を
。

第２６６４号 国労せんだい ２０１３年１１月２５日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

10
月
31
日
付

熱
海

寿
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
仙
台
）

国
分

功
ニ
さ
ん

郡
山
駅
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

「全国単一組織」の絆と連帯

組
織
拡
大
、
組
合
員
・
家
族
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

頑
張
ろ
う
東
北
！

頑
張
ろ
う
国
労
東
日
本
！

頑
張
ろ
う
国
労
仙
台
地
本
！

13
年
10
月
14
日

国
労
西
日
本
近
畿
地
方
本
部

和
歌
山
地
区
本
部

和
歌
山
乗
務
員
分
会

執
行
委
員
長

江
藤
 
修


